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＜要   約＞ 
 本稿では，異文化的な宗教が接触することで生じる変容と土着化のありようを考察する。
宗教の多様性には普遍性と個別性の問題が付随する。神の存在を想定するかどうか，神を認
める場合に一神教か多神教かという区別は，個々の体系を特徴づける。教義が似る場合もあ
るが，戒律などの食い違いが時に紛争の原因となりもする。仮に儀礼などが荒唐無稽にみえ
ても，当の宗教内で相応の理由づけをともなうことが普通である。人類学でも宗教に早期か
ら関心が向けられ，各地の草の根的なフィールドワークの成果が｢民族誌｣として蓄積されて
きた。 
 筆者が地域研究の対象としてきたラテンアメリカでは，キューバのサンテリーアなど，民
俗カトリックの実践が散見され，アフリカ系神話との融合にもとづくと解釈されている。
ジャマイカのラスタファリズムも素材はキリスト教である。日本の本地垂迹説も土着化の形
態といえる。一神教であれば，神の種類が多様化するはずはないが，源流にある教義の読み
替えに混淆宗教の超域的な共通性があると仮定され，実際に多くのバリエーションを分岐さ
せている。本稿では，エドマンド・リーチの議論をヒントにしながら，コードと解読という
観点から｢民族と宗教｣の相関性を照射し直した。その結果，神話が必然的に内包させる矛盾
が明らかとなり，中南米に出現した黒いマリアの混血的な意義が問われた。 
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１．はじめに 
 人類学（1）では，成員相互がアイデンティティ
を同一視する集団を広く｢民族｣ととらえる。そう
したアイデンティティは他者による承認の手続き
を必須とし，その作業を通じて共通の仲間意識を
喚起しやすい。逆に｢民族｣であるならば，仲間内
で何らかの信念を共有する場合が多く，｢宗教｣に
親和しやすい概念ともいえる。その信念はイデオ
ロギーという形をなすなど，宗教の一般的なイ
メージと重ならないこともあるし，いわゆる宗教
にも聖典を有する世界三大宗教（キリスト教，イ
スラム教，仏教）があれば，大小の新興宗教もあ
る。かような多様性には普遍性と個別性の問題が
付随する。単数の文化と複数の文化をめぐる議論
と換言してもよかろう。宗教という現象が人間社
会に遍在するとして，まず神の存在を想定するか
どうか，次に神を認める場合における一神教か多
神教かという区別は，各々の成立背景と密接に関
連しており，個々の体系を特徴づける。人が円滑
に社会活動を営むためのルールを示すという点で
は，教義が似ている場合もあるが，戒律などの食
い違いもみられ，それが時に紛争の原因となった
りする。一方，仮に儀礼などが荒唐無稽にみえた
としても，当の宗教内で相応の理由づけをともな
うことが普通である。ゆえに人類学でも，未知な
る現実としての｢宗教｣に早い時期から関心が向け
られ，各地で実施された草の根的なフィールド
ワークの成果が｢民族誌｣として蓄積されてきた。 
 本稿では，異文化的な宗教が接触することで生
じる変容と土着化のありようを考察する。筆者が
長年の地域研究の対象としてきたラテンアメリカ
では，キューバのサンテリーア（Santería），ハイ
チのヴードゥー（Vaudou），ブラジルのカンドン
ブレ（Candomblé）といった民俗カトリックの実
践が散見され，いずれもアフリカ系神話との融合
にもとづくと解釈されている。英語圏ジャマイカ
起源のレゲエと結びつけられやすいラスタファリ
ズム（Rastafarism）も，素材はキリスト教である。
日本の本地垂迹説も土着化の形態といえる。一神
教であれば，神の種類が多様化するはずはないの
であるが，源流と位置づけられる教義の読み替え
に混淆宗教の超域的な共通性があると仮定され，
実際に多くのバリエーションを分岐させている。
本稿では，記号論に発想を有するコードと解読と
いう観点から，それらを概観し，個別的な事例比
較を通じて，｢民族と宗教｣の相関性を照射し直し
たい。 
 いくつか具体的な設問をほどこしておく。なぜ，
偶像崇拝を禁ずる一神教のカトリックと現世利益
的で多神教的なアフリカの神話が接合し，サンテ
リーアほかの混淆宗教が形成されたのか。その際，
図像学的な視点からみたイコンはどのように推移
していったのか。正統的な聖典を神話と読み替え
るというのはいかなる営みなのか。中南米にみら
れる黒いマリアの出現は混血主義にもとづくナ
ショナルな集合性を担保する神話と解釈してよい
のか。同じ中南米でも，英語圏ジャマイカでは男
性の現人神および千年王国が想像されたのに対し
て，ラテン語系のカトリック諸国では混淆的で多
神教的な精霊群，とりわけ複数の女神が創案され
たという対照性は何に起因してきたのか。それら
から派生する今後の課題としては，以下も浮かび
うる。浄土宗の阿弥陀如来なども千年王国信仰と
みなされるのか。キリスト教が民俗化する過程は
無神論的な仏教の神道化と構造的に相似するのか
どうか。 
 以上の疑問にすべて答えを求めるのは困難であ
るが，先行研究を批判的に検討しながら，実体験
と照合し，ひとつひとつ吟味していく。1989年
のキューバ初訪問以降に蓄積されたデータに依拠
するが，2012年  3  月に実施した現地調査の成果
も交えて分析を進める。 
 
２．一神教と多神教は何が違うのか 
 人類学系の講義を担当して久しいが，特に｢民
族と宗教｣および関連科目を受けもつに至って考
え始めたテーマは少なくない。一神教としてのキ
リスト教やイスラム教，無神哲学的な仏教は｢民
族｣の枠組に閉じない多国籍な信者を集め，世界
三大宗教と総称されるが，いずれも初期の思想か
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ら変容した側面が目立つ。古今東西で入信が途切
れないという理由は何らかの普遍的な共感をうな
がす要素があるということであろうが，実際に多
くの分節もみられる。ユダヤ教とキリスト教に修
正を加えた後発のイスラム教は，日常生活と直結
した戒律が厳格なこともあり，推移は緩やかなが
ら，ファンダメンタリズム（原理主義）にもとづ
く宗派間の対立が続くことは否めない事実である。
本来，信仰の対象が唯一無二ならば，この種の紛
争は起こりえないはずである。教義や実践が一様
でない要因は何か。ひとつの理由づけとして，し
ばしば文化の混淆（2）があげられる。 
 文化の習合，すなわちシンクレティズムという
現象については，クレオール，構築主義など，
様々な名づけの言い換えがおこなわれてきた。共
通するのは，複数の生活スタイルや信条が出会っ
た時，相互に変化が生じるという発想である。そ
れぞれの用語に時代背景はあるものの，結論から
すれば，何の｢異文化｣とも接触しないような文化
はありえない。したがって，文化の混淆だけで必
要十分な解析は成就されない。むしろ問われるべ
きは，文化の多様性を前提としたうえで，集団に
固有の純然な真正性を意図的に訴える本質主義な
どが，なぜ思想として体系化されてきたかではな
かろうか（3）。 
 人類学は普遍性と個別性を一緒に追求する分野
である。それゆえ，時に矛盾を露呈する。同一性
と差異は真逆の概念であり，ひとつの事象をその
両方で証明することはできない。だからこそ，両
義性が強調されたり，｢正｣か｢反｣かという二項対
立の先に｢合｣を想定する弁証法が有意義となるわ
けだが，何かすっきりとしない。普通の人々は，
複数の選択肢と直面し，これが｢正｣という意思決
定をおこない，それを信じて日常生活を送るはず
だからである。結果的に軌道修正をともなうこと
はあっても，是か非かという二項対立的な判断の
積み重ねが人の行動を律することにかわりない。
とりわけ宗教は信じるか信じないかのどちらかに
帰する。取捨の過程で個別性も顕在化する。何人
であろうと生物学的には大差がないものの，集団
化が進み，生きかたの規範が伝承され始めると，
集団相互の文化的な線引きが重要視されるように
なる。したがって，異文化をあえて括弧つきで記
したように，相違するということの意味を最初に
考えなくてはなるまい。 
 いうまでもなく個人と個人は物理的に異なる存
在である。信条や性格も相違している。あらゆる
社会は，そのような個人が集まることで構成され
るため，差異を埋める作業なしに秩序の維持は難
しい。世界三大宗教はいずれも奴隷制という不平
等を背景に成立した。ディアスポラといったユダ
ヤ人の受難やカーストの厳しさがなければ，それ
らが誕生することはなかったといってもよかろう。
現実の階級分化をくつがえすには至らなかったが，
それぞれが目指した理想は個人と個人の精神的な
平等であった。ただし，同系に位置づけられるキ
リスト教とイスラム教，別地域のインドに生じた
仏教を比べた場合，アプローチは相違する。 
 前者ふたつは一神教であり，すべてを支配する
創造主を想像する。それにしたがえば，人もまた
唯一絶対の神による創造物であるとみなされ，人
は神と個別に契約することで神からの愛（恩寵）
を享受する。つまり，それぞれが人を超越した存
在と契約する点において，職業や身分などの属性
にかかわらず，個人と個人の立場は対等と解釈さ
れる。個人主義の根拠はそこにあり，とりわけ天
職の概念をうたうプロテスタントは理念に忠実で
ある（4）。十戒は約款に相当するものであり，そ
れに同意・遵守しなければ互酬的な関係は破綻し，
神の声を聞くことはできない。近代憲法もその図
式を受け継ぐ。ただし，人は誰しも規律を破る罪
深い者なので神が救済の手を差しのべるというキ
リスト教の慈愛は，選民思想的なユダヤ教との相
違点である。では，イスラム教はどうか（5）。契
約という基盤は同じでも，神を完全な無形とみな
すことはキリスト教と異なっている。三位一体説
そのものが後世に付与された思想であるが，神が
イエスとして地上で受肉したと信じることこそキ
リスト教の根幹をなす点にかわりはない。旧約聖
書でも神は自分に似せて人を創ったとされている。
つまり，本来，神は有形とみなされている。それ
に対して，ユダヤ教やキリスト教を土台にしつつ
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も，イスラム教は徹底して偶像崇拝を排除する。
偶像崇拝の禁忌はモーセの十戒にも含まれるが，
キリスト教の場合は結果的に十字架や様々な聖画
（イコン）を造形するに至った。一方，筆者が
代々木上原の東京ジャーミイ（トルコ文化セン
ター）でイスラム教の金曜礼拝を見学した際，事
前に忠告されたのは  1  点のみであった。祈る者
の前をさえぎらないこと。つまり，瞑想者は神と
個別に対話しているため，他人がそれを邪魔する
ことは数ある戒律のなかで最も許されないタブー
にあたると理解された。実際，礼拝堂に偶像と呼
びうる対象は一切みられなかった。そのように実
践レベルの差異はあっても，マクロ的にみれば，
セム系と総称されることもある上記の宗教群は有
神論の点で共通し，さらには一神教として分類す
ることが可能である。 
 それに対して修行本意の初期仏教は神の存在を
認めず，無の境地を覚り，解脱することを目標と
した。したがって，神も無でしかありえない。そ
の後，仏教そのものが伝播の過程で変質し，とり
わけ中国経由の大乗という庶民救済の思潮にもと
づく日本の仏教は浄土宗ほか多神教的な性格を帯
びていくが，いつ時代でも一神教や契約の概念と
無縁であったことは注意しておく必要があろう。 
 根底には輪廻の発想がある。世界は神によって
創造されたわけではなく，生々流転で継続してい
ると考えるのが仏教である。密教の曼荼羅などで
は，覚りで輪廻を脱した如来（仏陀）が小さい菩
薩に取り囲まれる図柄も目にされるが，互いの引
力で集合化しているだけであり，そこに主従関係
は介在しない。恒星と惑星のような天体運行の宇
宙を表現しているといわれる所以でもあるが，こ
れもまた一神教とは別の解釈にもとづく平等主義
のひとつとみなされるのではないか。そこで描か
れるホトケ（6）は，無に帰結する死をもって輪廻
から解放された時点で，カーストの階級的な束縛
を逃れる。 
 本稿はキリスト教の土着化を主たる分析対象と
するため，仏教に関する考察はまた機会をあらた
めたいが，ひとつ強調すべきは，上記の三大宗教
すべてが個々の世界観を提示し，アプローチは異
なるものの，個人と個人の平等に根拠を与えてい
るという事実である（7）。 
 それと比較した場合，通常の多神教は別の原理
で成立する。それは自然崇拝（アニミズム）や祖
先崇拝にもとづく現世利益の祈願に立脚する例が
ほとんどである。ご利益があれば，その度に神格
化をおこなうため，必然的に神の種類が増える。
それも世界観を反映するといえなくはなかろうが，
平等主義などの哲学とは直結しにくい。ジェーム
ズ・フレイザー（8）の『金枝篇』（初版1890）に
は，そうした多神教の事例が収集されている。 
 以上，一神教と多神教を大雑把に比較したこと
には理由がある。この後に論じる中南米の民俗カ
トリックの大半がキリスト教でありながら多神教
的という矛盾した様相を呈するからである。そう
した現状を分析するうえで，まずは宗教ごとの性
格を把握し，相違点を明らかにする必要があった。
その際に有効と思われるのが，構造への注目であ
る。以下，やや古い論考ではあるが，エドマン
ド・リーチの著書 2 冊をヒントにすえてみる。 
 
３．神話の聖性とは 
 本稿で注視するは，『神話としての創世記』（原
著1969）1）と『聖書の構造分析』（原著1983）2）
である。いずれも講演などの内容をまとめた論集
の体裁をとり，人類学の先行理論を批判的に検討
している。すでに一定の評価を学界で受けてはい
るが，一神教との関連でそれらをレヴューし，あ
らためて多神教的な事例の分析に応用することは，
人類学全般をとらえ直すうえでも有意義と考えら
れる。 
 彼自身がレヴィ＝ストロースの名前を序文で挙
げるように，後発の『聖書の構造分析』は1960
年代に流布した構造主義を意識した内容になって
いる。ただし，その受け売りではないことも明言
されている。そこで問われるのは正しい聖典とさ
れる｢正典（カノン）｣の意義というテーマに集約
されよう。それへの言及は文中でも繰り返しされ，
｢全体的統一性｣こそが信者の｢集合性｣と結びつく
ものとして重要視されている。（p.17）（9） 
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 リーチを引くまでもなく，セム系の聖典には旧
約聖書と新約聖書が存在する。創世記は旧約聖書
の一部である。イエス出現を境に両者を分けるの
が普通であるが，ユダヤ教では旧約聖書のみを正
統な｢聖なる物語｣とみなし，キリスト教では旧約
聖書と新約聖書の双方を一貫した正典として扱う。
ちなみにリーチは特に触れないが，イスラム教に
おける聖書は神の啓示を記す預言書のひとつに数
えられるものの，あくまでムハンマドを媒介させ
たクルアーンが最も優先される。聖書で示される
預言とは未来を予知する言葉ではなく，神から預
かった言葉を意味する。 
 聖典を有することは世界宗教の共通項でもある。
逆にいえば，聖典というメディアにより，それら
の伝播が可能になった。では，なぜ，あえて正典
が強調されなければならないのか。一神教の神に
よる言葉はひとつのはずであり，信者によって正
しさが異なるというのは，教義と矛盾しないのか。
そのような疑問も浮かぶなか，聖書を｢神話｣とと
らえ，｢正統主義｣と｢異端｣の観点から分析の手が
かりを示す点にリーチのユニークさがある。 
 彼は｢コード化（エンコード）｣や｢解読（ディ
コード）｣という言葉も使っている。彼の学問的
足場が英国の社会人類学にあることからすれば，
スチュアート・ホールらのカルチュラル・スタ
ディーズから影響を受けていても不思議ではない。
ただし，直接の因果関係が明白なわけではない。
リーチのいう｢コード｣とは｢パターン化された構
造の順列組み合わせのうえに成立｣するものであ
り，｢解読｣とは｢変化の過程を通して存続するも
のはなにか明らかにすること｣である（p. 4 ）。 
 では，実際に｢コード｣の概念を使うことで，神
話としての聖書はどう｢解読｣されるのか。リーチ
の定義によれば，神話とは｢現在における社会的
行為を正当づける目的で用いられる過去の事件に
関する聖なる物語｣である。｢事実優先的・経験主
義的な意味においても真実｣である必要はなく，
信者にとって｢真実｣であれば，神話は成立する。
それゆえ，｢聖書全体はキリスト教徒の神話｣であ
り，｢旧約聖書はそれ全体としてユダヤ教徒の神
話｣という解釈が導きだされる（pp.15-16）。 
 神話と対置されるのが｢歴史｣である。歴史は過
去に起こった実際のできごとであるが，神話は
｢虚構の，あり得ない物語｣という場合もありうる。
それどころか，リーチによれば，｢聖書の説話に
現われるすべての人物を全面的に虚構のものとみ
なすことができる｣とされ，｢聖なる物語の全体性
の中で独自の役割｣だけが問われる（pp.19-20）。 
 そのような人物配置の構造を定位することが，
聖書のコードを解読することにほかならない。そ
の際，｢テクスト全体を共時的なものとして扱う｣
ことが重要であるという（p.20）。 
 それは｢民族誌的現在｣に相当し，別の箇所で
｢聖書の物語に内包された識閾下の，宗教的な意
味を把捉するためには，それらが生ずる順序を配
慮することなく，すべてをまったく同時に考察す
る必要がある｣とも言い換えられている（p.54）。
神話には複数の説話群が含まれるが，構造を把握
するだけであれば，個々の細部は重要にならず，
時系列も必要ない。したがって，神話は通時的な
歴史と区別される。虚構への信仰を表明するとい
う行為には当然のごとく矛盾が付随するものの，
リーチは物語の異常さこそを聖性（10）の根拠とみ
なし，｢中間的な場所｣（デュルケーム）や｢コム
ニタス｣（ターナー）と同様，地上の人と天上の
神を媒介する両義的な境界の機能を神話に求めた
のであった。 
 
 神話とは[...]単独の物語として存在するの
ではなく，ひとつのテーマをめぐる変奏と
して存在する。[...]集成された物語群は自己
撞着を秘めている[...]宗教的意義を担うのは，
そのような自己矛盾性そのものにほかなら
ないことになる。分析者は，それゆえ，な
んらかの手段によって，無
ノン
-意味
セ ン ス
の背後に
意味
セ ン ス
を見出そうとしなければならないので
ある（p.47）。 
 
 神話を対象とするリーチの構造主義的立場は，
上記の引用部分に集約されるといってもよかろう。
逆にいうと，異常な物語が宗教的意義の前提とな
るため，解釈は多様化する。正典が求められる理
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由はそこにあり，編纂の過程で正統性をめぐる権
威づけが定着する。 
 聖書において最も異常な物語はイエスの誕生で
ある。受精のない処女懐胎は現在の常識からして
｢あり得ない｣し，三位一体説にも無理がある。編
纂者の流れをくむ歴代の祭司はその飛躍を是認す
る。教皇や王を頂点とする階層はドグマによって
正統化される。リーチの分析から離れてみても，
正典の編纂は仏教やイスラム教でもおこなわれ，
同時に｢異端｣とされる様々な宗派を生んだ。あら
かじめ示した問いへの答え，一神教が時として多
神教に置換される理由のひとつは，聖典たる神話
が必然的に帯びる矛盾にあるといえまいか。聖性
は論理で説明できないが，両義的であるからこそ
共感をよりどころとし，正統と異端の間を往来す
る。以下では，引き続き中南米の具体例と照合し
ながら，リーチの考察から着想された上記の仮説
を検討する。 
 
４．中南米におけるキリスト教の土着化と
黒い聖処女マリア 
 まず，ラテンアメリカ，広く中南米に興味を抱
いた経緯をライフヒストリー的に記しておきたい。
筆者は信州伊那谷に生まれたが，両親がカトリッ
ク信者だったため，幼児洗礼を受けた。所属教会
には，スペインから直に神父がきていた。ひとり
は貴族出身，ひとりは農民出身であったが，文化
的土壌の異なる場所で手放しに信仰を求められる
ことに反発する気持ちが芽生えた。また個人でな
く集団で祈るという行為についても｢当り前｣とは
思えなかった。社会階層による考え方の隔たりも
気になった。 
 そんななか，高校時代に遠藤周作の小説を読み，
日本ではキリストよりも｢母なるもの｣すなわちマ
リア崇拝の傾向が強いことを知り，社会に応じた
宗教観の違いに興味を抱いた。大学に進み，
1989年に友人とキューバを訪れた。いわゆる黒
人のコミュニティで老若男女が鳴り響く太鼓の音
によって続々とトランスに入る様子を，前知識も
なく目にした。雷や病の精霊といった八百万の森
羅万象に対する自然崇拝（アニミズム）が，キリ
スト教の聖人信仰とシンクレティズム（融合）を
重ねてきたという歴史は，後で知った。キューバ
人たちはアフリカ起源とされる｢神話｣と混淆した
民俗カトリックを｢サンテリーア｣と呼ぶ。当時は
二度と現地へ行きたくないほどの強い違和感，つ
まり｢カルチャーショック｣を覚えたが，自分に
とっての未知を知ったことが人類学の道を選ぶ原
点となった。 
 民俗カトリックすなわち｢フォークカトリシズ
ム｣の実践は，キューバに限らず，中南米に遍在
するほか，宗教の混淆ならびに融合は世界中で散
見される。宗教的解釈の溝が｢民族｣などの結束に
向けて意識的に主張されると，｢土着主義運動｣や
｢ファンダメンタリズム｣と呼ばれる現象としてあ
らわれたりもするが，本地垂迹にもとづく日本の
神仏習合も典型的なシンクレティズムといえる。
｢伝統創造｣は世界的現象としても，言語学から借
用された｢クレオール（creole）｣という標語の背景
に中南米カリブ海地域の混血的な歴史が存在した
ことは，あえて繰り返すに及ぶまい。現地では，
ヨーロッパ系，アフリカ系，先住民系を三大構成
要素とみなすことが浸透している。 
 いうまでもなく，キューバもカリブ海地域に位
置する。本来は宗教を否定する社会主義のもと，
いわゆるカトリック教会やペンテコスタ派などと
ともに，前述のサンテリーアも多数の現役信者を
集めている。それは大きく  2  系統に分かれる。
Regla de OchaとPalo Monteである。一般に，前者
はナイジェリア（ヨルバ）起源，後者はコンゴ起
源といわれており，狭義では前者だけをサンテ
リーアと称する場合もある。どちらも多神教的な
性格を備えるが，Regla de Ochaでは，オリシャ
（orisha）と呼ばれる精霊群がキリスト教の各聖人
にあたるサント（santo）と恣意的に結びつけら
れている（11）。 
 オリシャはアフリカにおいて個別の集団に対応
していたとされるが，奴隷移送の過程で民族の境
界が崩れたため，キューバでは雑多な体系を織り
なす。現在では，26のオリシャが信者に認知さ
れている。そのなかで女性の聖人名を与えられる
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ものが10ある。ただし，複数の聖人名をともな
うオリシャが交じるため，それが女神の実数を示
すとはいえない。たとえば，チャンゴー（Changó
またはShangó）は聖バーバラ（Santa Bárbara）と
いう女性と結びつけられ，両性具有と性格づけら
れることもある反面，基本的には男性神のように
扱われるのが普通である。筆者はキューバの古都
トリニダとサンクティ・スピリトゥスで関連する
聖堂（cabildo）を訪問したが，チャンゴーの図像
は女性風のものと性別不明のものが混在していた。
とはいえ，キリスト教の三位一体説が｢父，子，
精霊｣という父系制を連想させることと比べた場
合，明らかに高い女性聖人の比率は指摘してもよ
かろう。 
 サンテリーアはキリスト教に端を発しながらも
多神教的であると述べた。各オリシャはそれぞれ
に物語をともなう。自然崇拝と呼んだ理由は個々
の象徴内容をみれば一目瞭然となる。チャンゴー
は女好きで雷や戦いの神でもある。それと同定さ
れる聖バーバラは砲兵や消防などの職人守護と関
連づけられたりもするが，雷と火伏せといったア
ナロジー以上に両者の論理的つながりはみいだし
にくい。そのほか，アフリカのバオバブに似た精
霊の住む木，水，鉄といった森羅万象のあれこれ
が信仰の対象とされ，オリシャの物語として引き
継がれている。オリシャは人と霊の中間ともいえ
る半神の位置づけを与えられるため，男女関係や
出自が入りくんでおり，その系譜が定位されるこ
とで，全体がひとつの神話をなすとみなすことが
できよう。ただし，正典やその編纂をおこなう審
議会のような規格性はみられず，インフォーマン
ト次第で口承の筋に齟齬が生じることもある。
Regla de OchaとPalo Monteの 2 系統を比べると，
オリシャによって，ほぼ同名を用いる例とまった
く異なる例がある。様々な民族の説話が寄せ集め
られ，サンテリーアの神話が成立してきたことは，
そのような点からもうかがい知ることができる。 
 サンテリーアについてはキューバ内外で研究書
も多く，構造への関心に依拠する本稿では細部の
分析を割愛したいが，ここでは今一度リーチの論
考を参照しながら，女神という領域に着目する。 
 サンテリーアのオリシャに加え，それと分けて
考察すべき女神の存在がキューバにみられる。東
部地方から信仰が広がった｢慈愛の聖処女
（Virgen de la Caridad）｣である。歴史学者オル
ガ・ポルトゥオンド（Olga Portuondo Zúniga）は，
先住民集落Barajaguaに端を発した女神崇拝が，
植民地初期のアフリカ人奴隷向け病院跡地に建っ
た聖堂を経由し，スペインからの独立運動以降，
キューバの守護聖人としてナショナリズムの象徴
化に転換されていった経緯を文献学的アプローチ
で検証している3）。慈愛の聖処女を奉納する教会
は，何度かの再建を重ねたものの，コブレ
（Cobre）という旧鉱山地区に現存しており，9 月 
8 日には行列と献花をともなう祝祭も開催される。
筆者は実際にその地へ足を運んだが，今でも採掘
の残留物が散らばる。同行したインフォーマント
から，キューバ人はその小片を拾ってお守りにす
ると聞いた。 
 図像学的にみると，慈愛の聖処女はいくつかの
決まった特徴を有する。ポルトゥオンドも指摘す
るように，｢丸顔，大きく利発な眼，非常に長く
て黒い豊かな髪をもつ先住民混血農婦｣（p.254）
の形質を帯びている。自身も王冠を身につけ，や
はり王冠をかぶった幼子を腕に抱える。海上で空
中を浮遊する姿が早い時期から描かれ，その下の
荒波に翻弄されるボートには  3  人の男性が乗船
し，そのひとりは明らかに黒人であり，聖処女に
手を合わす。 
 以上のような構図がいわばイコンのように定着
してきたが，ポルトゥオンドによると，3 名の男
性はいずれもJuan（ヨハネのスペイン語読み）と
呼ばれ，とりわけ黒人の “Juan el Negro”は “El 
Negrito de la Virgen”という別称でもキューバ人に
親しまれてきたという。ほかの  2  名は白人ない
し混血であるが，先住民が加わったり，すべて黒
人やすべて白人の図柄も存在するらしい。ポル
トゥオンドは，鉱山に実在したJuan Morenoとい
う人物がこの黒人イメージと影響関係を有すると
仮定し，検討を試みている（pp.112-134）。彼女
の挙げる文献以外に立証の手だてはないが，ヨー
ロッパ人の上陸以降，南米のポトシなどに限らず
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キューバでも，先住民と黒人が一緒の労働に従事
したのが採掘場であり，混血主義（12）の萌芽をそ
こにみいだそうとする視点は刺激的である。 
 その後，独立戦争が展開された19世紀中盤か
ら20世紀初頭を境として，慈愛の聖処女をあら
わす画像はラム酒バカルディや石鹸会社の広告な
どに採用され始め，文学，音楽，演劇等の様々な
作品に着想を与え，1930年には同名の無声映画
（Ramón Peón監督）も製作された。そうした事例
は枚挙にいとまがないが，愛国精神を反映するこ
とが常態化した。その時点でナショナルな集団的
結束のシンボルとなりえたわけである。 
 相同性による安易な類推は避けるべきだが，以
上の流れから連想されるのは，メキシコに出現し
たとされる黒いマリアの逸話である。幼子と一対
にされることからも，キューバにおける慈愛の聖
処女もまたマリア崇拝に通じることは疑いの余地
がない。 
 黒いマリアについては，大衆文化研究家の鶴見
俊輔が，メキシコ滞在経験をもとに『グアダルー
ペの聖母』（1976）4）という著書を発表している。
そこで強調されるのも独立戦争時のシンボル化で
あるが，1531年にフアン・ディエゴという中年
のアステカ人が黒いマリアに遭遇した奇蹟譚も検
討される。場所はテペヤク（Tepeyac）の丘で
あった。現在ではメキシコ市の地下鉄が通じ，グ
アダルーペ寺院が建つ。もちろん，歴史的事実を
裏づける絶対の証拠はないにせよ，出現の地が先
住民にとって女神信仰の旧跡であり，巡礼対象で
もあったという点，土着の聖母を旗印とする脱植
民地の潮流が｢古来メキシコに住む原住メキシコ
人が参加する運動｣であったとみなす鶴見の指摘
は留意に値しよう。聖母像の投影された布がアス
テカ人にとって重要な植物マゲイ（リュウゼツラ
ンの一種）製であることも注目される。さらに本
稿の主眼でもある構造主義の見方からして，鶴見
が西洋的な効率主義の象徴とみたてるマリンチェ
という女性が聖母の対極にすえられているのは興
味深い。いずれにしても，黒いマリアは混血主義
的な民族意識の象徴となりえたシンクレティズム
の成果とみることができよう。 
 では，キューバで黒いマリアが描かれることは
ないのか。一般的な理解では，砂糖産業の根づき
で19世紀にアフリカ人奴隷の輸入が加速した
キューバに比べ，早期に混血の進んだメキシコに
おける黒人のプレゼンスは相対的に弱いと考えら
れている。したがって，黒い形質の人口が際だつ
キューバで黒いマリアが描かれず，メキシコの民
衆にそれが支持されるというのはむしろ不自然に
みえる。その疑問に的確な実証をほどこすことは
難しいが，事実として，キューバにも黒いマリア
像は存在する。ただし，それはサンテリーアとの
関連においてである。その祭壇には，みるからに
黒い女神（13）が安置され，やはり幼子を抱きかか
えることがめずらしくない。 
 すでに述べたように，サンテリーアはアフリカ
の神話とキリスト教の神話がキューバという土地
で結びつくことによって成立したが，さらに慈愛
の聖処女も融合された。ポルトゥオンドによれば，
時期は19世紀末であるという（p.258）。 
 別の研究によると，慈愛の聖処女と同定される
オリシャはオチュンである5）。そのうえで，気に
なる点がある。オチュンにふたつの表記があり，
各々が“Ochún”ならびに“Oshún”と綴られている。
通常，chとshの違いはあまり重要視されないのだ
が，この文献では，両者がともに慈愛の聖処女と
同定されているにもかかわらず，Palo Monteにお
ける呼称との照応において，前者は “Chola 
Anguenga”，後者は“Madre de Agua”として枝分か
れしている（p.212）。また，別の箇所では，オ
チュンと同定される聖人が“Virgen”ではなく，
“Nuestra Señora de Caridad”と記載されている
（p.138）。スペイン語でseñoraは既婚女性を意味す
るため，処女とは明らかに相違する。これを単な
るデータ上のミスと決めつけなければ，それぞれ
に弁別の意識が作用していると解釈するほかはな
い。かような混乱をどう解釈すべきかという点で，
リーチによる神話の定義が思いだされる。 
 再びリーチの論考に立ち戻ろう。彼は，矛盾こ
そが神話の聖性を担保すると主張した。マリアを
分析するうえで，前掲著書  2  冊で聖書における
女性のジェンダーを主に扱う章はふたつある。
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｢処女懐胎説｣と｢なぜモーセに姉がいたのか｣であ
る。彼はマリアを｢ほとんど女神に等しい存在｣と
みなすが，聖書という正典において，モーセの姉
でありつつ，あたかも余剰人物のように思われる
ミリアムがあえて残された事実にも目を向ける。
その結果，女性の登場人物たちは，異常な出産な
どを通じて，モーセやイエスを典型とする半神的
な英雄としての男性主人公を聖化させる存在であ
るという考察に到達する。さらに彼女たちが，母，
姉（妹），妻，恋人，娘といった様々な役割で相
互に置換されていることを述べる。そうした位置
づけは｢神格者の一部分は女性であるとする理念
をいくらかなりと受け容れている宗教的思考の主
潮を反映している」ともいう（pp.104-105）（14）。 
 つまり，構造のレベルで神話的な意味を担う女
性が旧約聖書や新約聖書に反復的に登場すること
を指摘している。サンテリーアでも“Virgen”や
“Nuestra Señora”と名のつく女性聖人がいくつも
存在し，個々の性格づけはあるものの，相互の違
いが必ずしも明確ではない。それゆえ，本源はマ
リアひとりであり，それが変奏していると考えれ
ば，前述の混乱にもつじつまが合い，神話として
の｢全体的統一性｣もみえてくるのではなかろうか。 
 マリア信仰について，リーチは別の重要な仮説
も投げかける。黒人女性と主人との間に産まれた
混血児に社会的上昇の期待を寄せるカトリック系
植民地と，処女懐胎神話および私生児とは対極の
純血だけに権威を認めるプロテスタント系植民地
の差異である。中南米にも，宗主国の違いにより，
その両者が含まれた。リーチの議論では，千年王
国思想（15）もそこに絡む。 
 カトリック系植民地ではマリア信仰が高揚しや
すかったという。｢マリア崇拝に熱心な支配者た
ちが混血の息子をエリート階級に引き上げようと
する傾向｣（p.177）（16）もあったとされる。いわ
ゆる白人の母をあらわすマリアが黒いというのは
混血の象徴とみなしうる。旧スペイン領キューバ
の慈愛の聖処女ならびにサンテリーアの勃興はそ
の典型であった。それに対して，ジャマイカのラ
スタファリズムなどは，プロテスタント系植民地
の代表的な事例といえるであろう。 
 ラスタファリズムはエチオピア帝国最後の皇帝
ハイレ・セラシエをJah（ヤーウェ）（17）の化身た
る現人神にみたて，黒人のアフリカ回帰を唱える
が，やはり聖書の読み替えをおこなう土着化され
たキリスト教に属する。たとえば，バビロン捕囚
の受難になぞらえ，白人中心の都市文化をバビロ
ンと呼んで批判する。そこには，最後に魂が救済
されるのは現世で疎外されている黒人であるとい
う｢転覆｣の思想が託されており，リーチのいう千
年王国思想が投影される。背景には混血による社
会的上昇を期待できないプロテスタント的環境が
みいだされよう。そのような線引きの場において，
混血的な黒いマリアの出現は考えにくかった。 
 ジャマイカ社会を研究している鈴木慎一郎6）に
よれば，ラスタファリズムにおける女性は，旧約
聖書のイヴのように｢男性を誘惑する罪深い存在｣
（p.249）とみなされることがあるらしい。それは
処女懐胎説と対照的である。リーチは｢無原罪の
人間とか処女である母親といった存在ほど異常な
ものがほかにありえようか｣（pp.174-175）（18）と
いうが，まさしくその両義的な矛盾がキリスト教
における聖性の根幹をなすという説明は，キュー
バほか中南米スペイン語圏を見渡す限り，説得力
を示す。なぜキリスト教の土着化において｢母な
るもの｣が大事にされやすいのか。どうして一神
教が土着化の過程で多神教の性格を帯びるのか。
本稿は素朴な問いから出発したが，マリア信仰に
ともなう神話の構造を探ることで，答えの一端は
みえるのかもしれない。少なくとも，見た目で矛
盾に満ちたサンテリーアほかの民俗カトリックも，
信じる人々がいる限りは｢全体的統一性｣を備えた
宗教である。 
 
５．まとめに代えて 
 授業後に回収するアンケートで｢宗教に入信す
るのは心の弱い人だ｣というコメントを目にする
ことがある。もちろん，宗教をどう定義するかで
反応は違ってくるが，｢何も信じないで生きられ
る人はいない｣と答えることにしている。個別の
文脈に応じた約束事の差異はあっても，多かれ少
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なかれ，社会は他人同士が共感を寄せ合うことで
成りたっている。 
 最初にあげた設問のいくつかにはすでに見解を
示したつもりである。一神教と多神教の互換につ
いては，一神教も神話としての矛盾を内包させて
おり，両者は必ずしも対立するものではない。当
初，図像学的関心からイコンの配色も調べたいと
考えた（19）が，あまりにバリエーションが多すぎ
て断念した。そこで黒いマリアのみに照準を合わ
せたことは文中のとおりである。聖典の正統性は
｢正典｣が編纂される時点で生じるものである。そ
の際の権威が階級制の合法化につながる場合もあ
る。中南米が顕著な混血社会であることは黒いマ
リアの具象化をうながした。ただし，混血の扱い
をめぐり，スペイン語圏と英語圏の間でキリスト
教の土着化における相違もあった。リーチは初期
キリスト教にも千年王国主義を認めている。本稿
では触れなかったが，カーゴ・カルト，ゴース
ト・ダンス，太平天国，ひいては日本の浄土信仰
に至るまで，社会運動という視点を交え，いずれ
整理し直したいテーマである。ハイチのヴー
ドゥー，ブラジルのカンドンブレなど他の民俗カ
トリックには触れる余裕がなかった。これも今後
の課題としたい。 
 差異を認めることにより，絶えず自分の常識を
見直すということは，人類学の有する重要な機能
のひとつである。日本では，慣習の隅々で仏教の
影響が顔を覗かせる。修験道など，かねてから神
仏習合に興味を抱きつつ，その部分はほぼ手つか
ずになった。本稿を足場として研究を続けたい。
｢宗教に入信するのは心の弱い人だけではない｣と
いうのが，現時点で思うことである。 
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注 
（ 1 ）ここでは文化人類学と社会人類学の総称と
して用いる。 
（ 2 ）本稿でもそれを土着化（creolization）の一側
面と仮定する。 
（ 3 ）そもそも｢異文化｣という言葉が｢他者｣を相
対化する本質主義と結びつきやすい。文化
に関して，過去，ジェイムズ・クリフォー
ドらが盛んに議論してきたテーマであり，
本稿では指摘するにとどめる。 
（ 4 ）マックス・ヴェーバー（ウェーバー）の古
典的著作『プロテスタンティズムの倫理と
資本主義の精神』（初出1904-1905；初版
1920）などを参照されたい。 
（ 5 ）預言者ムハンマド（モハメッド）は天上でモー
セやイエスに会い，地上に戻った後，先行の
一神教を修正したクルアーン（コーラン）
に，彼の受けた啓示が残されたといわれる。 
（ 6 ）仏（仏陀）とは覚りで解脱した者を指す言
葉である。修行か他力本願かといった手段
の違いはあるにしても，仏教では誰もが成
仏（仏になること）の可能性を均等に有す
ると説く。曼荼羅に描かれる時点で成仏し
ているともいえるが，念のためカタカナ表
記で区別した。インドの初期仏教は伝播の
過程で大きく変容し，特に庶民救済的な大
乗の浄土宗や呪術的な密教との間で差異が
顕著である。 
（  7 ）島薗進『現代宗教とスピリチュアリティ』
（2012）の第 4 章では，そうした平等性の保
証こそが伝統的な｢救済宗教｣の特徴とされ
ている。 
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（ 8 ）すでに学界で一般化された人名については，
本稿で原綴りを省略した。 
（ 9 ）以下，3 章においては『聖書の構造分析』の
頁を示す。 
（10）島薗進は上述書で宗教を｢聖なるものとの関
わりのシステム｣と定義しており，｢聖なる
もの｣がふつうの五感で確認できないような
神秘的な何かであることを示唆している。 
（11）現地で刊行された関連書籍は多数にのぼる
が，ここでは主にNatalia Bolívar ArósteguiのLos 
orishas en Cuba（1990）とLourdes S. Domínguez
のLos collares en la santería cubana（2009）を
読み比べた。発音はオリチャに近い。 
（12）純血に対する混血を国民国家建設の基礎に
するような思想であり，中南米では広範囲
にみられる。それについては近刊の別稿で
詳しく論じた。ここでの黒人は，人種でな
く形質上の用語である。 
（13）一般家庭でも散見される海の女神ジェマジャ
（Yemayá）像などがそれに該当する。各国の
黒い女神群が同時発生的なのか伝播に起因
したのかは，目下，想像の域にとどまる。 
（14）『聖書の構造分析』所収｢なぜモーセに姉が
いたのか｣の頁である。 
（15）現世の終末後，救世主が再臨するという待
望論的な思想であり，ヨハネの黙示録など
が代表的だが，相似する発想が各地にみら
れる。 
（16）『神話としての創世記』所収｢処女懐胎説｣の
頁である。 
（17） Jahはセム系宗教における創造主 Jehovah 
（JHVH，YHWH）の略称である。レゲエの
代表的歌手ボブ・マーリーがラスタファリ
ズム（ラスタファリ運動やラスタファリア
ニズムとも呼ばれる）の信仰を表明してい
たため，混同して語られることも多い。 
（18）『神話としての創世記』所収｢処女懐胎説｣の
頁である。 
（19）サンテリーアでは，衣装や首飾りの配色に
関する組み合わせが，オリシャを識別する
際の記号となる。 
